
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
霊
櫃
』
経
豚
に
「
膀
胱
足
太
陽
之
豚
、
起

於
目
内
皆
、
上
額
、
交
庫
。
：
｜
と
あ
る
通
り
、
上
尾
為
、
す
な
わ
ち

百
會
（
態
）
は
下
見
為
に
通
じ
て
い
る
こ
と
臨
泣
、
籔
陰
の
例
と
同

じ
て
あ
る
。
藤
堂
明
保
『
中
国
語
音
韻
論
』
に
よ
る
と
「
／
ｋ
ｌ
ｌ

ｌ
／
型
の
連
綿
字
は
、
丸
い
も
の
、
廻
転
、
空
っ
ぽ
な
ど
の
基
本
的

意
義
を
も
つ
」
と
さ
れ
る
が
、
「
嶌
烏
」
の
原
義
は
弁
髪
を
丸
め
て

頭
に
巻
い
た
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
系
部
族
（
先
）
の
称
で
は
な
か
っ
た
か
。
や

が
て
「
太
虚
」
（
空
っ
ぽ
）
に
通
じ
る
神
話
的
山
名
と
な
り
、
古
地
図

こ
一
つ

に
瓢
箪
（
壺
願
、
や
は
り
／
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
／
型
）
の
形
に
描
か
れ
る
河
源
と

さ
れ
、
人
体
に
あ
っ
て
は
「
丸
い
」
頭
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

（
日
本
経
絡
学
会
）

石
ば
り
の
最
初
の
記
述
は
、
紀
元
前
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
頃

の
資
料
を
集
め
る
と
言
う
『
山
海
経
』
と
さ
れ
る
。
中
国
医
学
に
お

け
る
五
つ
の
治
療
法
の
起
源
を
五
つ
の
方
角
に
配
置
し
て
い
る
『
素

問
』
異
法
方
宜
論
篇
に
お
い
て
「
礎
石
は
東
方
よ
り
来
る
。
従
っ
て

東
方
に
配
置
さ
れ
る
」
と
説
述
し
て
い
る
。
ま
た
「
血
気
形
志
篇
」

王
氷
注
に
よ
れ
ば
「
石
は
石
鍼
を
謂
う
。
即
ち
礎
石
な
り
」
と
し
て

い
る
。一

方
一
一
－
ダ
ム
は
碇
の
用
語
に
つ
い
て
、
そ
の
著
『
中
国
の
ラ
ン

セ
ッ
ト
』
の
中
で
「
辞
書
編
纂
者
に
よ
り
〃
い
し
ば
り
〃
と
言
う
奇

妙
な
語
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

有
名
な
神
医
「
扁
鵲
」
は
礎
石
に
通
じ
、
扁
鵲
と
は
ま
た
「
石

鍼
」
を
さ
す
こ
と
、
な
い
し
は
「
石
鍼
の
神
の
名
」
で
あ
る
か
も
し

，'7
~0

古
典
に
み
る
砥
鍼
の
臨
床
的
意
義
に
つ

い
て

ｐ
坂
本
秀
治
・
○
”
市
川
太
郎
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れ
ぬ
公
算
が
大
き
い
と
す
る
森
田
氏
の
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
名
称

は
知
ら
れ
て
い
て
も
実
体
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
本
草
綱
目
』
に
も
「
礎
石
別
名
硬
石
」
と
あ
り
、
礎
石
に
関
し

て
、
「
知
る
者
」
無
し
と
述
べ
る
に
留
ま
る
。
こ
の
見
解
は
以
後
『
和

漢
三
才
図
会
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
典
で
も
名
称
に
知
ら
れ
る
の
み
で

実
体
の
判
ら
な
い
「
碇
石
」
と
は
ど
の
よ
う
な
石
か
に
つ
き
、
東
洋

的
立
場
に
立
っ
て
文
献
的
考
察
を
加
え
て
み
た
。

古
代
中
国
で
、
針
に
い
か
な
る
種
類
の
「
石
」
が
利
用
出
来
た
か

に
つ
き
、
ニ
ー
ダ
ム
は
想
像
し
て
プ
リ
ン
ト
、
↓
、
イ
カ
（
雲
母
）
、
石

綿
、
及
び
玉
等
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
青

石
「
碇
」
（
と
い
し
）
の
記
載
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
そ
の
条
に
よ
れ
ば

蒼
色
で
「
青
砥
」
と
言
い
、
山
城
の
産
で
上
品
で
あ
る
。
丹
波
及
び

防
州
岩
国
産
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
貴
金
属
や
金
、
銀
を
細
か
く
打
ち
延
ば
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
設
代
の
民
族
は
ま
た
竹
上
、
．
を
作
っ
た
り
、
骨

や
角
で
尖
っ
た
楊
枝
を
針
治
療
に
用
い
た
り
し
た
こ
と
が
想
像
で
き

プ
ｏ
Ｏ

一
般
に
は
礎
石
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
矢
じ
り
か
ら
と
っ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
る
（
鍼
灸
重
宝
記
）
。

弥
生
時
代
の
石
嫉
に
は
打
製
と
、
磨
い
て
作
る
磨
製
か
あ
る
。
こ

の
頃
の
石
器
で
稲
を
摘
む
た
め
の
穂
摘
み
用
石
器
（
石
包
丁
）
、
旧
石

器
時
代
の
ナ
イ
フ
型
石
器
、
尖
頭
器
な
ど
や
石
鑑
が
吉
野
ヶ
里
遺
跡

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
サ
ヌ
ヵ
ィ
ト
原
石
か
ら

簡
単
に
作
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
石
ば
り
を
砥
石
で
磨
く
こ
と
も

或
は
砥
石
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

古
典
の
中
に
も
例
え
ば
扁
鵲
の
医
話
（
戦
国
策
）
に
「
属
鍼
砥
石
、

以
取
外
三
陽
五
会
」
と
か
、
ま
た
『
素
問
』
宝
命
全
形
論
の
「
砥
礪

鋒
利
」
し
て
以
て
其
の
小
大
の
形
を
制
し
て
病
と
相
当
つ
」
、
『
塩
鉄

論
』
五
十
六
申
韓
に
み
る
「
鍼
石
」
と
『
礼
記
』
巻
十
一
の
「
砥
礪

廉
隅
」
等
々
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
要
素
は
多
い
。

伝
説
、
神
話
を
多
く
含
ん
だ
中
国
古
代
の
地
理
言
『
山
海
経
』
は

奇
想
天
外
な
古
め
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
の
『
山
海
経
』
に

も
陰
陽
面
か
ら
見
る
と
き
一
定
の
原
則
（
規
律
）
が
見
出
さ
れ
る
と

言
う
。
こ
の
経
の
原
則
に
従
え
ば
礎
石
は
陰
陽
両
面
を
代
表
す
る
に

対
し
、
筬
石
に
関
し
て
「
高
氏
の
山
」
、
「
鳧
麗
の
山
」
に
表
さ
れ
る

よ
う
に
陰
面
を
代
表
す
る
。

筬
石
同
様
陰
面
に
表
す
顕
著
な
も
の
と
し
て
「
鉄
」
が
挙
げ
ら
れ

／ハヘ､
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る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
磑
石
は
時
に
陰
面
を
代
表
す
る
と
は
言
え
略

陽
面
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
。

（
Ｄ
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）

（
の
南
小
岩
接
骨
院
）

東
京
歯
科
大
学
百
年
の
歴
史
の
過
半
を
占
め
る
東
京
歯
科
医
学
専

門
学
校
の
教
科
書
は
、
ま
ず
新
纂
歯
科
学
講
義
（
明
治
四
十
’
四
十
四

年
）
、
お
よ
び
歯
科
学
講
義
（
大
正
元
年
’
六
年
）
と
連
続
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
こ
の
二
種
類
の
歯
科
講
義
録
は
そ
の
合
本
が
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
書
下
し
教
科
書
と
し
て
は
歯
科
学
叢
耆
と
し
て
（
大

正
十
五
ｌ
昭
和
十
九
年
）
に
か
け
十
五
編
発
行
さ
れ
た
。

ま
た
大
正
十
四
年
か
ら
主
と
し
て
花
沢
鼎
に
よ
り
、
臨
床
歯
科
学

叢
書
と
し
て
数
編
の
単
行
本
教
科
書
が
順
次
発
行
さ
れ
た
。

勿
論
そ
の
他
に
も
多
く
の
書
下
し
の
単
行
本
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ

ら
が
混
然
一
体
と
な
り
第
二
次
大
戦
前
の
本
学
教
科
書
体
系
を
か
た

ち
づ
く
っ
た
。

本
叢
書
は
第
一
巻
が
大
正
十
四
年
六
月
発
行
さ
れ
、
そ
の
緒
言
に

28

東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
臨
床
歯
科
学

叢
書
の
書
誌
学

森
山
徳
長
．
○
春
日
芳
彦
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